




CComprehensive Environmental Response， Com-












































統一信託法典 (UniformTrust Code)とは，統一州法委員会 (TheNational Con-

































(Comprehensive Environmental Response， Compensation， and Liability Act (CERCLA) 




























改善のため措置を講じる権限 (B)J， i財産 (property)ぞ信託に組み入れるこ
とを拒否し，または環境法違反の責任を負担しているもしくはそのような責
任を負担する可能性がある財産 (prope均r) に関する権限を放棄する権限






































































































当に使用する代理人 (agent) または被用者 (servant)の過失によって，受託
者本人は無過失であっても第三者に対する受託者の不法行為が成立する場合












































































与している。大統領は，環境保護庁 (EnvironmentalProtection Agency (EP A)) 
へこの任務の主たる責任を委譲している。政府は，有害廃棄物処分場に対し
て短期的な緊急除去作業，恒久的な修復事業，またはその両方を行うこと
ができ (CERCLAS 104 (26 U.S.c. S 9604 (2007)))，その対策にかかる費用は，
いわゆるスーパーブアンド (CERCLAS 131 (26 UふC.[I.R.C.] S 9507 (1988)))に
対して拠出されている。スーパーフアンド法を施行するため，環境保護庁
が富家対応計麗 (NationalOil and Hazardous Substances Pollution Contingency Plan 




(Potentially Responsible Parties (PRP)) を 107条 a項 (42Uふc.S 9607 (a) (2007)) 
が規定している。①施設 (facility)(42 Uふc.S 9601 (9) (2007))または船舶 (ves-





















することが認められている (42Uふc.S 9607 (e) (1) (2) (2007))。費用の償還を受



































判示している。しかし，他方で， Kemp Industries， Inc. v. Safety Light Corp. 


















定付けるものではないとする判決 (United5t幻自 v.Carolawn CO.)41)が出された
一方で，記録権原 (recordtitle)の占有が所有者としての責任の十分な根拠と










受託者のスーパーブアンド法上の責任を特に論じた判決として， City of 
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る違反七連邦が許可していると主張するか (42U.S.c. !l 9601(10)， 9607 (J) 
(2007))，または不可効力，戦争もしくは無関係の第三者によってなされた
と主張することによって，責任を免れることができる (42Uふc.!l 9607 (b) 
(2007) )。この無関係の第三者によってなされたとの抗弁を，善意の土地所有











確にした (42Uふc.S 9601(35) (2007))。他方で，スーパーフアンド法修正再授
権法 101条 35項A号は，善意の土地所有者の抗弁を認めるために，⑤有
害麗棄物の処理がなされた後に被告が土地ぞ取得したことという事実の証明





点、について，スーパーフアンド法修正再授権法 101条 35項B号 (42U.S.c. 









ある (United States v. Serafini判決)49)。第二に，スーパーフアンド法は厳格責
任を課していると一般に解されているが，裁判所は善意の土地所有者の抗弁
を主張する者の相対的過失 (relativefault) とでもいうべきものを審査してい





























(Asset Conservation， Lender Liability， and Deposit Insurance Protection of 1996 (Lender 
and Fiduciary Liability Amendments) 54)を行い，受認、者の嚢任に関する規定 (42





理者 (operator)には，受認者が含まれるとの立場をとりつつ (42Uふc.~ 9601 
(20) (A) (2007))，受認者が間有財産で責任を負担することのない行為を明ら












法上の責任を負わないこととなった (42U.S.c. S 9601(20) (E) (i)ー (i)(2007))。
貸手が施設等の運営に参加しているか杏かを判断する基準も，規定されてい
る (42Uふc.S 9601 (20) (F) (iii)ー(iv)(2007))。経営に参加しているか否かによっ
て本法の責任の有無が決まるのは貸手のみであって，受認、考ではない点に注
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